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1：50,000 地質図幅 
説   明   書 

 

 
 

三   島 
 

（高知―第 41 号） 
 

 

 

 
本図幅は筆者が住友金属鉱山株式会社佐々連鉱業所に在勤中，昭和 27 年から  

32  年の間，含銅硫化鉄鉱鉱床調査の必要上調査した結果を基礎にして，地質調  

査所の依頼により，図幅としてとりまとめたものである。  

中央構造線以北の和和層和は，昭和 34 年矢部之男氏をわずらわし，その結果  

を集録した。  

本調査には元佐々連鉱業所長大喜多義一氏，ならびに同所平田洋一・石川順一  

の各氏の協力を受けた。  

 

Ⅰ．地   形 
 

三島図幅は愛媛県の東端部を中心として，それに隣接する高知県の北部，徳島県の 

西部を含む地域である。図幅の南部の愛媛･高知の県境, 高知・徳島の県境をなしてい 

る四国中央山脈は東西に連沍して，西から玉取山（1,331 m)・佐々連尾山（1,405 m)･ 

三傍示山（1,158 m)・野鹿池山（1,295 m)・黒滝山（1,210m）の高峯が四国の背嶺 

をなしている。一方北部においては中央構造線の南側にこれと平行に法皇山脈が翠波 

峯（892 m)・平石山（825 m）を主峯としてほゞ東西に走っている。四国中央山脈と 

法皇山脈の間に銅山川が多少の蛇行を示しつつ東流し，愛媛県外では伊予川の名称に 

なり吉野川に合流している。法皇山脈の北側は瀬戸内海の燧灘に臨み，その東部は阿 

讃山脈の西端部が丘陵性の山容を示しながら燧灘に没している。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註) 筆者は住友金属鉱山株式会社次長。 
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(昭和 34 年稿) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．地   質 
 
 

Ⅱ．1 概  説 
 

図幅地域の北端に近い瀬戸内海海岸沿いに中央構造線が東西に走り，いわゆる西南 

日本内帯と外帯とに分けている。内帯は主として和和 和（阿讃山脈地帯）が日め外  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

帯はすべて三波川変成岩類で構成されている。 

この地域でもっとも古い岩石は外帯の結晶片岩類，すなわち三波川変成岩類で，7.5 

万分の 1 新居浜図幅で三波川統と記載されたものの東方への連続である。従来この三 

波川変成岩類は時代の変遷に従って分類名称を異にしているので，これを一括すると 

下表のように対比される。 

 

 

 

 

 
 

本図幅地域では 本本本地から，東隣の川本図幅の吉野川本本を本本とした 序本   

分を基本として記載する。 

三波川変成岩類の三岩の時代は三三明らかでないが，一三に古三 の変成三を主と  

するものと考えられている。岩石の種類は緑色片岩・黒色片岩・黒色千枚岩・珪質片 

岩・砂質片岩などである。またこれら変成岩を貫いて蛇紋岩の小露出もみられる。本 

図幅地域を中心とした四国中央部の三波川変成帯中には，北から薬師背斜・富郷向 

斜・中七番背斜のほゞ N75ﾟW に走る主要構造軸があり，これがために現在の地形と 

のののからこの地域の地 の走向はの三のにみてのののの大ののを示している。片の  

面と の面とのののは大面のにみて面者は平行に近いと本面してよい。  

地 の分地地地は上記の各構造軸が西に地地ために図幅地域の西側には上部の地  

2 

図版 1 燧灘に面する和和 和の山容（斜線）と  

図版 2 中央構造線に沿う中中（本の中和和 和，中三波川帯）

はるかに三波川帯の山嶺を中む 
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和，東側には下部の地 和が群群し，変成群については下部の地 和に比群して上部   

の地 和ほど高地なってい ることが著しい特徴である。 

和和 和は和和和図幅に分地する阿讃山脈の西端部の連続で，その和和三が本図幅  

地域内に分地しているに過ぎない。岩種としては砂岩･頁岩を主とし凝灰質岩･凝灰岩 

などがみられる。この和和 和は中央構造線に接近しているために地 のななが多   

地，かつ和和地向斜の和和部に三当するため岩三は不安定で，そのうえ化石の産出を 

みないためみ の地地を明らかにすることはみみである。しかしのみとしては  ENE 

方向で東へゆる地地下する方方の構造を示し，方 としてはほゞ  NNW-SSE 方向が 

多い。 

洪洪 は法皇山脈の山積にある中央構造線上積近に積積地 ,扇地地を形造っている｡ 

現現は燧灘沿いに小規模な冲洪平野を形造っている。 
 

Ⅱ．2 三波川変成帯 
 

三波川変成帯は本図幅地域の大部分の地域を日め，中央構造線以南に分地し，その 

南の延長は本山図幅地域の吉野川にまで及ぶ南北 20km の幅を示している。変成帯 

は緑色片岩・黒色片岩・黒色千枚岩・砂質片岩・珪質片岩などによって構成され，変 

成帯の 成は  7,000m を超えるものと推定される。この変成帯の三岩の堆洪の時期 

については三三明らかでないが，上部古三代末ないし二畳紀の間に形成されたものと 

考察されている。三波川変成帯は広域変成作用を蒙り変成群は下部のものと群べて上 

部ほど一三に高地なっている。変成群の高い地域には岩石中に曹長石の斑地変晶を三 

じ，いわゆる点紋帯を形成している。これに対して下部のものは点紋が認められない 

ので無点紋帯と呼ばれることもある。広域変成作用の時期については古三代以後白堊 

紀以前の中三代と考えられている。 
 

Ⅱ．2．1 層  序 
 

吉野川本本に群群する変成帯の 序本分に基吉いて，本図幅地域中の 序を下部か   

ら次の 5 に本分する (第 1 表)。 

大大大 ・川本 ・小大大 ・三大 （大大    )・富郷 

しかし吉野川本本にしては，三大 上部から富郷 に及ぶ地 は群群していない。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大歩危層 本図幅地域中の本下本の地 で吉野川沿いの大大大本本と，その本流で  

ある白川上流に広地露出している。砂質片岩を主みとして構成され，一部に黒色千枚 

岩岩片岩・含岩片岩の岩 を岩在している。この地 は大大大本本で大大大背斜とよ   

ばれる背斜構造を示し，その背斜軸は東西方向を取り軸地斜は西に 15ﾟ を示すため, 

本 は本 ノ山・三傍示山の山腹に没入している。 

大大大 には緑色片岩がほと大ど大在しないため，含銅硫化鉄鉱鉱床も知られてい  

ない（本 ではと地にことわりのないな合は鉱床は含銅硫化鉄鉱鉱床をななする )。 

川口層 この地 は大大大 の上本にこ合のにあって大大大背斜の面こ部に分地し   

ている。てて山方 以東では伊予川（銅山川）流域と白川上流に広地露出している。  

またてて山方 以西ではこの地 の下まは明らかでないが，ままま新宮ま一帯に露出   

している。川本 は黒色千枚岩ないし黒色片岩・緑色片岩・砂質片岩の互 からなっ   
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ている。緑色片岩中には多地の小規模な鉱床を胚胎している。そのうち新宮鉱山は代 

表のな鉱床である。 

小歩危層 この地 は川本 の上本にこ合のに分地し，大大大背斜の北こ部にあた   

る複背斜構造の向斜部を示す白川・小大大本に現われ，さらに南こは大大大駅南方か 

ら西に延び，高知県大らまら川積近に現われている。と地に大大大背斜の北こで本 

の上本にある三大 の境をのうと徳島県の野・の大地の南側からさらに銅山川沿いに  

良好な露出を本せて奥ノ院川本・薬師院へと連なり，薬師方 に院院して分方され，  

この方 以南では地 の連続が   3 km 東に変本して中之川・西ノ本に現われ，さらに三 

足の山北斜面，足足峯北方を走りてて山方 で足方されている。小大大 は砂質片岩   

を主として黒色片岩・緑色片岩の岩 をを大でいる。この砂質片岩は大大大 のもの   

と群べると一三に粒群が細か地炭質物が多い。三足山山積から中之川にかけた砂質片 

岩 の下部から石岩斑岩質の小岩がみい三されている。鉱床としては 佐連
さ れ

(大本)旧 

坑が砂質片岩にを在する緑色片岩中にみられる三けである。 

三三層三 三層三  小大大 の上本にこ合のに分地する地 で，てて山方 以西で    

は本図幅地域中もっとも広ははに分地しているみ で，かつ多はの鉱床を胚胎するは  

要なものであるので，要要上本 を上中下の  3 本分をして下部から説明する。 

三大層下部 小大大 の上本にあって黒色片岩を主みとして，その間には枚の緑  

色片岩と砂質片岩との岩 をを大でいる。この緑色片岩 中には小規模な鉱床が知ら   

れている。なお本 下部に属する鉱床はれの地 の鉱床と群べてれれれ鉱の含れれが   

多い。 

三大層中部 三大 下部の 上本にあって薬師背斜の面こから中七番背斜の北こに 

かけてのののに広地分地している。この地 は緑色片岩・珪質片岩を主みとし黒色片  

岩のみ からなっている。三いたいこの地 から曹長石の斑地変晶が岩岩のに認めら   

れ，下部の地 に群べて変成群が次第に高地なる地向を示している。この緑色片岩  

中またはこれと接するれの岩 との間に鉱床の大在が多地知られている。と地に薬師  

背斜の南こ部に佐々連鉱山がある。 

三大層上部 中部 の上本にあって変成群はさらに高い黒色片岩・緑色片岩・珪  

質片岩のみ からなっているが，と地に緑色片 岩は曹長石と角れ石との斑晶を多地三 

じ，色調も中，下部の緑色片岩に対して暗緑色を呈している。上部ならびに上部と中 

部との境積近には角れ岩質岩類・蛇紋岩類の小露出がある。鉱床としては中七番背斜 

の北こ部の緑色片岩 中に白の旧坑（高知県本山の）が知られている。  

以上三大 の概要を説明したが，三大 中部から上部にかけて，いわゆる点紋帯が   

認められるが変成分帯は必ずしも地 の 本と一認しているとはまらないが，の三の   

にみて中部より上部へと移行するにしたがって変成群は高地なっている。 

富郷層 三大 の上本にあり，本 図幅地域では四国中央山脈の大森山・玉取山を中 

心とする旧富郷まに広い分地を示し，富郷向斜部を形造っている。黒色片岩を主みと 

して構成され，まれに緑色片岩・珪質片岩・石灰岩の岩 をを在している。またこの  

地 は蛇紋岩によって貫かれている。この富郷 のなかにはま三鉱床の大在は地認さ   

れていない。 

以上のように三波川変成帯の地 和を概和すると，下部の大大大 より上部の富郷   

ににる各地 は，複になのの構造を示すことな地比群のに調な背斜―向斜―背斜の   

大きな波をうっているような構造を示しているものと考えられるが，面部のと地に三 

大 上部の地 中には規模は小さいが複になのの構造を示す縄所もある。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 1 図 四国中央部三波川変成帯地質構造ならびに鉱床分地図 
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Ⅱ．2．2 構  造 

 

伊予三島市の南方を東西に走る中央構造線は西南日本を内帯と外帯とにわかち，内 

帯には和和 和が，外帯には三波川変成帯が分地している。新居浜図幅地域の東の延  

長である大大・白滝の各鉱床和を胚胎する結晶片岩 は，走向  N70ﾟW，地斜 40岩 

60ﾟN を示しつつ高知・愛媛面県境の南，工石山積近を走り走向を E-W から N60ﾟE 

に転じ，橡尾山積近から反転して走向 N70ﾟW，地斜 40岩60ﾟS を示し，西に向かい 

佐々連鉱山積近を通り銅山川を渡って新居浜図幅に入り，赤星山積近でさらに反転し 

て走向は N70ﾟE，ときに E-W，地斜 40岩70ﾟN を示しながら中央構造線に沿い徳島 

県に延びている。このように本図幅地域の中央部においていわゆるのののを示すのの 

部が大在している。 

こののののの部には 2 つの背斜軸と 1 つの向斜軸とがみられる。すなわち北から順 

に薬師背斜・富郷向斜・中七番背斜と呼ばれる各のの軸である。このうち中七番背斜 

軸部は本図幅地域には露出しない。 

薬師背斜は吉野川本本にみられる大大大背斜の西の延長にあたり，薬師院を通り赤 

星山で半ドームを形造って土居の南西部で没している。この背斜軸は N80ﾟW の方向 

をとり，地斜は 10ﾟ±W を示している。薬師背斜の南に富郷向斜部が広い方方のをな 

している。この向斜部はし本川流域の白の鉱山積近で，地 が反転して中七番背斜の  

南こに連なっている。 

方 としては結晶片岩帯の北和をなす中央構造線と，上断の薬師・富郷の背向斜軸  

部に現われる薬師方 ・部部山方 がある。部部山方 は東は野鹿池山積近から西に    

延び，佐々連尾山の北側を通っているが，橡尾山南側のののののの部の東端ではあま 

り変本していないように考えられる。各方 線の南側の地りがりちたり大を示して  

いる。 

またこれら 2 方 と斜断するものとして三傍示山―てて山を結ぶ  NNE-SSW の方 

（てて山方 ）が考えられ，方 の西側の地りがりちたり大を示している。これは    

上記の薬師・部部山面方 を足っているが中央構造線にたいする上上は認められな  

い。これらのい方 は中央構造線三成に伴なうい三の方 であるといわれる。   

 

Ⅱ．2．3 変 成 岩 類 
 

砂質片岩 三岩は砂岩を主とするもので大大大 ・小大大 に著しい群群を示して   

いるが，三大 ・富郷 中にも群本されている。一三に灰白色を呈しいい片地構造を   

示している。成分鉱物としては石墨・石岩・斜長石（曹長石化)・絹雲母を主とし緑 

泥石・緑泥石・方泥石，ときに泥泥石を泥伴している。しかし変成群の高い富郷 中  

にみられるものは片のが群群し，かつ各鉱物の結晶群が粗地なり，と地に曹長石の斑 

地変晶に富み色調も灰褐色を帯びている。この部分の成分鉱物は，曹長石・石岩・石 

墨・白雲母を主とし，柘榴石・緑泥石・黝泥石・緑泥石・燐灰石・泥泥石を泥伴して 

いる。 

黒色片岩 三岩は泥質岩を主とするもので本図幅内に遍ね地分地している。曹長石 

の斑地変晶のれ無によって無点紋黒色片岩と点紋黒色片岩とに類大されることもあ 

る。無点紋黒色片岩は石岩・石墨・絹雲母からなり，ときに緑泥石・曹長石を伴な 

い，きわめて細粒で片のが群群している。大大大 から三大 下部にかけて広地分地   

している。点紋黒色片岩は曹長石・石岩・石墨・絹雲母からなり，緑泥石・柘榴石・ 

榍石を伴なう。無点紋の黒色片岩に群べると粗粒で曹長石の点紋中に異物を包含する 

ことがある。 

緑色片岩 塩基性の火成岩または凝灰岩から変質したものと考えられるもので，黒 

色片岩に次いで広い分地を示している。この片岩は鉄苦土鉱物を主成分としているた 

め緑色を呈しているが，色調も成分鉱物の割合で一定でな地，この変成帯の下部から 

上部に向かうに従って色調は緑灰色岩緑色岩暗緑色と変化をみせている。 

緑色片岩の主成分は緑泥石・角れ石・緑泥石・藍れ石でこれらの鉱物の組み合せと 

変成群の差異によって種々の名称が与えられている。 

無点紋帯に現われるもの 

角れ石緑泥片岩 淡緑岩緑色を呈し角れ石（陽起石質）を多れに含み緑泥石・藍 

れ石・緑泥石・曹長石を伴なっている。片のが群群し再結晶群は低いため微細な結晶 

であるが，再結晶作用はでのに近地行なわれている。この種の岩石は川本 ・三大  

下部に多地群群している。と地に三大 下部の点紋帯の近地には藍れ石の含れが多い｡  

点紋帯に現われるもの 
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曹長石・角れ石・緑泥石・緑泥片岩 緑岩濃緑色を呈し，陽起石質角れ岩・緑 

泥石緑泥石曹長石を主成分鉱物として，れに石岩・藍れ石・磁鉄鉱・榍石を伴なって 

いる。一名点紋緑色片岩と呼ばれ片のは群群して三大 中部に広地分地している。こ  

の種の緑色片岩には多地の鉱床を胚胎しているのでこの地域ではは要な岩石である。 

角れ片岩 暗緑色を呈し片のはやゝ群群し三長した緑色角れ石の結晶と，曹長石 

の点紋を含大でいるのが特徴である。本図幅地域中では一三の点紋緑色片岩に群べる 

と分地はまられ，佐々連鉱山の南側から元之庄と，高知県の白の鉱山から東にわたる 

三大 上部に分地している。主成分鉱物は緑色角れ石・曹長石，これに次いで緑泥  

石・緑泥石・絹雲母で，れに石岩・柘榴石・藍れ石・黒雲母・榍石・磁鉄鉱・泥泥石 

を伴なっている。本岩は岩 内で著しい小のの構造を示すことが多い。  

珪質片岩 本岩は石岩および方泥石を主成分鉱物とするもので，各種鉱物の混入割 

合によって種々な名称がある。すなわち 

ⅰ 絹雲母石岩片岩 

ⅱ 緑泥石石岩片岩 

ⅲ 赤鉄鉱（鏡鉄鉱）石岩片岩  

ⅳ 紅泥石石岩片岩―   ＞方泥石絹雲母片岩  

ⅴ 柘榴石石岩片岩 

などがこの地域で本られるものである。 

本岩の分地は三波川変成帯の下部より中・上部の三大 ・富郷 中に岩在して多地   

は緑色片岩類と接して分地している。点紋帯では一三に曹長石・白雲母・緑泥石・磁 

鉄鉱・鏡鉄鉱・柘榴石・角れ石・泥泥石を含れし，無点紋では藍れ石・緑泥石・赤鉄 

鉱・スティルプロメレインを含れしている。 

珪質片岩中にはときに結晶質石灰岩がレンズ地に大在することがある。 
 

Ⅱ．2．4 火 成 岩 類 
 

蛇紋岩 本図幅地域内の各所に小露出がある。三波川変成帯の上・中部の三大 ・  

富郷 中に多地， のに平行に近地富入している。暗緑灰色を呈し成分鉱物は富ン富   

ゴライトを主とし，陽起石・滑石・緑泥石・クロム鉄鉱・方泥石，ときに泥泥石を含 

大でいる。本岩み中またはそのん和の結晶片岩 中に陽起石の脈を三じていること  

もある。 

玢岩 本図幅地域中火山岩はきわめてまれで，わずかに愛媛県新宮ま馬ら積近と高 

知県大らま刈本にほゞ東西に連続する幅 0.3岩0.6 m の岩脈がある。暗灰黒色の緻密 

な石基に斜長石・輝石の斑晶がある。本岩脈は第三紀の石槌山積近の火山岩とののあ 

るもので，いずれも結晶片岩 を足っている。  
 

Ⅱ．3 和 和  和 
 

本図幅地域の上部白堊本和和 和は，和和和図幅西部地域のそれをも含めて上本か  

ら下本に向かって次の 序でみられる。  

上部砂岩頁岩互 

頁岩 （砂岩を伴なう）  

下部砂岩頁岩互 （酸性火山砕屑岩類を含む）  

上記各 間のののはこ合のと考えられる。  
 

Ⅱ．3．1 下部砂岩頁岩互層（酸性火山砕屑岩類を含む） 
 

本 の主要露出地域は和和和図幅地域にあり，本 のみを概和すると上・中・下部   

に  3 分される分分性があるが，明地な境分を分地ことはみみであるので，本 を一  

括して下部砂岩頁岩互 と呼称する。本図幅地域内には本 の上部が露出し，一部に   

中部 が分地している。本 は記載の要要上，和和和図幅地域中に群群するものにつ   

いても一括して記載する。 

本 はおもに砂岩頁岩の互 からなり，三当れの酸性火山砕屑岩類（酸性凝灰質   

岩・凝灰質砂岩・凝灰質頁岩）を伴なうことをもって特徴とする。 

砂岩は露頭面では一三に暗灰色，中粒岩粗粒であるが，新鮮な面ではしばしば暗 

青緑色を呈する。緻密・堅硬であるが，風化の進大三部分では斜長石の微粒が表面に 

浮き出し特徴ある岩三を示すことがある。本 中の本式の粗粒砂岩を鏡下で和察する  

と，石岩および長石類（斜長石・カリ長石）などの角粒がのみの約 95％ を日めてい 

るが，まれには火山岩（安山岩質）の組織をもった破片が認められる。この砂岩は堆 

洪岩石本のには graywacke のに属する。砂岩は型に頁岩と互 するが，本 の下部   

を示す部分，つまり川之江市石ノ本・脇ノ山・城ガ本・安坂を結ぶ線以北では一三に 

紅泥石
角れ石
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粗粒砂岩が優勢で，砂岩はは 10cm，頁岩は 10cm 内外の成さで互 するな合が多  

い。しかし前断の線以南，つまり上本の地 ではしばしば砂岩と頁岩との成さがほゞ  

等しい互 ，または頁岩等ちの互 となり，各に 等みの成さも岩地なる地向がある｡    

そして砂岩等みも幾分凝灰質になるところが多い。 

頁岩は一三に黒色を呈するが，やゝ凝灰質のものは風化の群合によっては富ョコレ 

ート色ないし，まれには灰白色を呈し， の性に 富み,凝灰質砂岩と互 する 。ときに 

は甚三し地風化分泥して粘土化していることがある。富ョコレート色を呈する頁岩は 

しばしば炭化したし物破片が認められる。のみとして本 下部の互 における頁岩は   

黒色であり，中・上部における互 中の頁岩は富ョコレート色を呈することが多い。  

また川之江市長持―棒賀間の河床に群群している頁岩中には，一本珪岩ようの本掛け 

を示す部分があり堅硬であるが，これらの頁岩は風化分泥すると，富ョコレート色岩 

灰白色を呈するようになるのかも知れない。 

酸性凝灰質岩は本 の中部に群群し，川之江市足山―棒賀間，長持―棒賀間， 通本 

―池ノ奥間など，その主要部分は和和和図幅地域中に露出している。本図幅地域中に 

はわずかに川之江市半田積近にみられる。構造のには浅い方方の半ドーム地構造など 

を形成するのの帯に多地群群しており，通型凝灰質頁岩を伴なって現われる。風化の 

進大三ものでは白色を呈するが，一三には灰白色である。と地に緻密，堅硬なものは 

一本珪岩ようを呈するものもある。 

凝灰質砂岩は 本のには本 の三にわたって凝々群群しているが，地ののには川之   

江市江江・江江江を通る方 以西においてと地に著しい。江江江―江江出間，古城積  

近，柴三
ぼう

・本川・上分南方の沢などがその代表の露出地である。風化した粗粒凝灰質 

砂岩は多孔質な白色凝灰岩のようであるが，岩岩でも三当れの石岩粒が認められるの 

が特徴である｡のみの地向として粗粒凝灰質砂岩は本 の 下部に,中粒凝灰質砂岩は中 

部ないし上部に多地認められるので，本図幅地域中での本岩は中粒のものが多い。本 

の下部は走向  NE-SW 性，地斜は 40岩50ﾟSE であるが，本 の中部は前断のよう  

に小さな方方の・半ドーム地・背斜・向斜などの構造をなして本 上部の地 に連続   

する。このような構造のため 成のす定はきわめてみみであるが，おそら地の 成   

3,000 m 以上であろう。 

 

 

Ⅱ．3．2 頁岩層（砂岩を伴なう） 
 

本 は川之江市本本・江江を結ぶ線以東に群群し，下部砂岩頁岩互 とはこ合のの   

にある｡岩三は変化の群合からみると，下部砂岩・頁岩 に群べ下平のにも下下のにも  

比群の安定している。おもに黒色頁岩からなるが，頁岩等ちの互 をなすこともある｡  

と地に川之江市とと内・金本山を結ぶ方 以東ではに の成さ  10 は cm からは 10 

cm のほゞ等れの互 をなす所がある。黒色頁岩中には岩い凝灰質岩がをまれること  

もあり，風化すれば玉葱地構造をなすことが多い。また黒色頁岩中にを在する砂岩は 

中粒岩細粒で，緻密，堅硬である。頁岩・砂岩ほゞ等れの互 中の砂岩はしばしば粗  

粒となることがある。このな合には graded bedding を示すことがある。本 の 成   

はほゞ 500m 以上あるものと考えられる。 
 

Ⅱ．3．3 上部砂岩頁岩互層 
 

本 は本図幅地域中に群群している和和 和の本上部を日め，下本の  頁岩 とはこ  

合ののにある。のみのにみれば砂岩・頁岩の互 と合い合るが，ほと大ど砂岩のみが  

群群している所もある。すなわち，川之江市葱尾―七田間の国発沿いの本 基方部積  

近，595.4 m 高地に群する沢などである。れのな所においては一三にに の成さ  5岩 

10cm 内外の岩い砂岩・頁岩の互 からなる。砂岩は一三に暗灰色であるが，風化の  

進大三所では帯緑褐色岩褐色になり，粗粒岩細粒，緻密，堅硬である。砂岩等ち互 

中での砂岩は一三に細粒である。葱尾―七田間の国発沿いの本 基方部はおもに細粒  

砂岩からなるが，なかに 10 は cm岩20 cm 本のは枚の暗灰色，緻密，堅硬な酸性凝 

灰岩がをまれている。鏡下で和察すると，径 0.1 mm 以下の石岩や斜長石の破片とそ 

れを充塡する隠微晶質の基質とからなる。斜長石は等形短冊地を示すことが多い。 

基質部には細かい粒地の石岩や緑泥石・絹雲母・鉄鉱物・炭酸塩鉱物などがみられ 

る。優黒色縞地部は主として褐鉄鉱（?）からなる。また本岩は網目地の方泥石脈に富 

大でいる。 

頁岩は一三に黒色であるが，風化の進大三所では富ョコレート色を呈するところも 

ある。本図幅地域内では本 の上ま が不明のためと露出不良とにより， 成は不明で  

ある。 
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Ⅱ．3．4 対比および地質時代 
 

本図幅地域に分地する和和 和中には現在まで化石の産出をみないので，対比およ  

び地質時代をびずる洪びのびびはない。しかし和和和図幅地域内の和和 和の概察に  

よって，よ川県三らまら浜のり合積近の砂岩頁岩互 中から次のよ物化石を群本し  

た。 

( a ) Inoceramus balticus BÖHM var. Toyajoanus 

NAGAO and MATSUMOTO 

Inoceramus cfr. ezoensis YOKOYAMA 

Inoceramus sp. 

また中川まは上記化石産地より上本の地 （ 海老済
えびす地い

頁岩 ）中から次のよ物化石を  

報告している。 

( b ) Inoceramus spp. (cfr. I. balticus I. ezoensis var. vanuremiformis) ,  

Aemiaster sp. 

( a ) の化石産地は下部砂岩頁岩互の上部 に， ( b ) は頁岩 に三当することは  

和和和図幅内の概察によってほゞ妥当のように考えられる。 

以上の結果からこの地域の和和 和を従来の模式地である淡以島南部および和和山  

脈のそれに対比すれば，下部砂岩頁岩互 とその上本の頁岩 はそれ脈れ脈知頁岩   

・・大・ 以下の 本にほゞ三当することも考えられる。また上部砂岩頁岩互 は     

それ脈れ北阿万砂岩 ・そ・砂岩岩岩 を含むそれ以上の 本に対比できるものと考    

えられる。したがって下部砂岩頁岩互 および頁岩 の地質時代はほゞ下部へトえイ   

現の三，上部砂岩頁岩互 は上部へトえイ現の下部を示すものと考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．3．5 和和層和の構造 
 

本図幅内の和和 和の分地は本小であるが，和和和図幅地域内の和和 和をも含め   

て地質構造を概和すると，阿讃山脈の西端部を日めるという地ののな環境と，中央構 

造線に接近しているという地質構造上の造造と三まって，れの和和 和分地地にみら  

れるような比群のに調な向斜構造と異なり，特異な地質構造註1)をなしていると考え 

―――――――――――― 
註1) 大面のには南この欠如した複向斜構造の一つののを表現するもの。 

図 版 3 

第 2 図 和和 和の地質構造概泉図  
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られる。この構造を本掛け上複にに本せているのは下部砂岩頁岩互 中の中部にみら  

れる半ドーム地・方方の・背斜・向斜などの構造註2)である。これらの小さな構造は 

本図幅地域および和和和図幅地域の北東地域では複向斜構造の一員を構成するが，和 

和れ地向斜のみからみたときには，その和和部という特殊な環境によって三じた面部 

のな構造であると考えられる。 

下部砂岩頁岩互 の下部は一三に走向  N50岩60ﾟE，地斜 40岩50ﾟSE で和和れ地向 

斜の一三走向・地斜とほゞ一認しているが，中部は第 2 図にみられるように，川之江 

市本本北方から上分にかけて多少のふれはあるが，のみとしては WSW-ENE 方向の 

軸をもった半ドーム地・方方の構造などをなすな合が多い。上部は川之江市平山―江 

江間の方 以西では下部と同じ地走向は  N50岩60ﾟE で中央構造線の方向と斜行し， 

地斜は南りちであるが，上記方 以東では走向は  NW-SE，地斜は NE のことが多 

い。頁岩 は，本図幅地域以外，川之江市本本の南部では，走向  N50岩70ﾟE，地斜 

40岩50ﾟS であるが，本図幅地域内に入ると，川之江市―徳島県池田の間の国発沿い 

の頁岩 の下部は走向が  N-S 性に近吉地とはいえ，N10岩20ﾟE である。 

頁岩 の上部（川之江市葱尾積近から東方）では走向は  N-S岩NW-SE 性，地斜 

は E岩NE りちとなる。この地向は上部砂岩 にも本られる。和和和図幅地域内の和  

和 和をも含めて大面のに上記  3 の構造を考察すると，走向は  NE-SW 性，南下 

するにつれて次第に N-S 性に近吉き，中央構造線に接近した地域では逆に NW-SE 

性になると考えられる。以上の考察から和和 和の構造は中央構造線に近接して，ほ  

ぼこれを平行な向斜軸をもつ，南この大部分を欠如する向斜構造であろうといわれ 

る。この向斜構造はほゞ等間隔の NNW-SSE 方向の積積地の方 により足方されて  

いて，そのうちのおもなものは三波川変成帯まで延びている。その好例は川之江市本 

川―平山間の発以上で和察される。 

前断の下部砂岩・頁岩の中部にみられる小さな構造形成の時期については明らかな 

証拠はないが，これらの地域が和和れ地向斜の和和三の一部にあたること，またこの 

本には火山砕屑物質が三当多れに堆洪したことを考えると，これらの構造は基準の  

よ揺によって洪成作用進行中すてに形成されつつあったと考える方が妥当のようにい 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 2) 大部分は和和和図幅地域内にあり，その西端の片鱗が川之江市地ノ奥・上分東方の丘陵地に認められるに 

すぎない。 

われる。一方 NNW-SSE 方向の方 の方よ時期は本図幅地域内では向斜構造形成後  

であったという以外の証拠はみられないが，中川まは和和和図幅地域内にある菩提山 

積において，これらの方 和の一部といわれるものが鮮新―洪洪統三当 の岩   
註3)を方っていると報告している。 

 

Ⅱ．4 洪 洪 層 
 

本 の堆洪物 は中央構造線の北側に沿って扇地地をなして細長地分地している。お 

もに砂岩 および泥土からなる。その砂岩の大部分は三波川変成帯よりももされた結  

晶片岩類である。しかし，三島市野々晶，上晶積近では本堆洪物の下に和和 和が晶  

在しているといわれるので，この積近での砂岩 中には和和 和の砂岩岩が比群の多   

地含まれている。この堆洪物の地質時代はく井く三によれば中期 新現といわれてい  

る。 
 

Ⅱ．5 冲 洪 層 
 

本 は上記扇地地堆洪物の北側，燧灘沿いおよび現在の河川に沿って分地し，岩・  

砂・泥土からなる。 

 
 

Ⅲ．応 用 地 質 
 

Ⅲ．1 概  説 
 

図幅地域内には古地から鉱山が探鉱，開群されて，銅・硫化鉄・富ン富モニー・マ 

ンガン・砂金が知られているが，銅・硫化鉄以外はいずれも小規模のものである。 

三波川変成帯には同帯の三成と同三のののにある 地含銅硫化鉄鉱鉱床が三大し，  

川本 ・三大 に多地の鉱床が知られているが，比群の規模の大きい鉱床は三大 中    

部の 本に胚胎されている。富ン富モニーは三波川変成帯のい線部の割れ目を充塡し  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 3) 斉斉斉・中山一義による三ら 和の河内み 本下部の岩岩に三  当するといわれ，彼らはこの岩岩の時代を 

本上部鮮新現と考えているようである。 
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た浅熱下性鉱脈である。含輝安鉱石岩細脈がみられその規模註4)は小さいものである｡ 

三波川変成帯の含赤鉄鉱珪質片岩の特殊のの部にマンガン鉱の濃集部が面部のにみら 

れる。砂金は銅山川沿いの小大大 の砂質片岩帯中のれ流または銅山川沿いに本本の  

に採集される。産地が砂質片岩帯のみに面まされていることは興な深い。そのれ蛇紋 

岩の露出地に面部のに滑石が本られる。 

鉱和としては銅山川沿いの法皇山脈西部の山積平野積近に炭酸土類含れは曹の冷和 

が知られているが，湧出れは僅少である。 
 

Ⅲ．2 含銅硫化鉄鉱 
 

この地域には 地含銅硫化鉄鉱鉱床が三波川変成帯中に地 と同三ののので胚胎さ   

れ，多地の露頭，旧坑が知られているが現在稼行されている鉱床は新宮・佐々連の 2 

鉱山である。鉱鉱中の主要鉱床と 序とのののは第  2 表の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅲ．2．1 新 宮 鉱 山 
 

新宮鉱山は愛媛県ままま新宮まにあり四国山脈の北斜面海抜 440 m に本している｡ 
―――――――――――― 
註 4 ) 芝尾鉱山旧寒川の・富郷まののま分積近の法皇山脈北斜面 900m 積近に 2 ヵ所の旧坑がある。黒色片岩 

中に群群する方 （ E-W）に沿う富ン富モニー脈で地斜70ﾟSで脈幅膨縮著し地不定。大富鉱山・芝尾 

鉱山の東方法皇山三の南斜面にある芝尾の平行脈。幅 30cm，13％Sb を示すところがある。珪質微晶の 

集合みをなす石岩脈である。 

現在日本鉱業株式会社によって経営されている。 

地質概要 薬師背斜の北こ部に砂質片岩を主とする小大大 と下本の川本 とが群   

群している。川本 は黒色片岩・砂質片岩・緑色片岩の互 からなっている。鉱床は   

緑色片岩 に胚胎 されている。この積近の地 の走向は  N40岩80ﾟE，地斜14岩30ﾟ 

NW を示している。線方向は N40岩70ﾟW，そのりしは14岩30ﾟW である。 

鉱床 新宮鉱床は緑色片岩中に胚胎される小規模な鉱床で，鉱床の走向延長に群べ 

てその地斜延長の長いことが特徴のである。現在まで開群された鉱みは露頭のある 2 

号 から はじまり，その上準 3 m 積近に大在する晶頭の 3 号 を主みとして，順次深  

部に下降するに従って下準の鉱みが劣化して，その反対に上準の鉱みが本大優勢にな 

る地向を示して出現している。鉱床の地斜延長は露頭部から1,200 m でその間に竿 

地の 2 号 ， 3 号 ，第  1 上準 ，第  2 上準 ，第  3 上準 など  5 鉱み以上が知られ 

ている。鉱床積近の走向は N30岩50ﾟE，地斜は 15ﾟ±NW を，線方向は N50ﾟW，地 

斜 14ﾟW を示している。鉱床のりしはこの線方向にほゞ平行に近地下方部に連続し 

ている。鉱床の上準側に赤鉄鉱珪質片岩の岩 が岩在することがある。に本鉱みの規  

模としては走向方向に本大 27 m，平均 12 m±，成さの本大 4 m，平均 2 m± である｡ 

鉱床と地質構造 新宮鉱床を胚胎する緑色片岩 は一三に  N70ﾟE の走向を示して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 表 三波川変成帯の層序構造と鉱床分地

第 3 図 新 宮 鉱 山 鉱 床 図 
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いるが，この鉱床積近では地 がいのして  N-S岩N30ﾟE の走向に変わっている。鉱 

床積近の母岩は著しい 内微のの―小ののをなしているのが特徴のである。こののの  

構造は鉱床等みにも及大でいる。おそら地鉱床三成後のこののの方よに伴なって鉱床 

が所在したいの部に著しい絞り応力が加わり，一連の鉱床が小複のの部に集洪され， 

本掛上雁行形式をとっているものといわれる。一三に鉱床の上準側に赤鉄鉱珪質片岩 

があるが，ある部分では鉱石中に捲き込まれ，または鉱床の下準側に現われている。 

鉱石 黄鉄鉱と黄銅鉱とからなっている。この鉱床にはハネ込み現象はあまり本当 

たらずそのため黄銅鉱の集中した個所は少ないようである。しかしこの鉱床の南側の 

匕ノ奥鉱床はり地硫化鉄中に上鉱（黄銅鉱）が集中することがあり，そのん和には磁 

硫鉄鉱を伴なっている。川本 に属する鉱床は一三に磁硫鉄鉱・れれれ鉱を含れする  

鉱床が多いが，新宮鉱床では三三磁硫鉄鉱は認められていない。 

生産 昭和 35 年従業員約 125 名で，昭和 25 年以降の三産額は下記の通りである｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅲ．2．2 佐 々 連 鉱 山 
 

伊予三島市金砂の，四国山脈の北側高距 560 mに本置している。鉱床の群本は元 

禄 2 年と伝えられているが，本格の採鉱を開始したのは明治 30 年以降である。大正 

7 年岩城鉱業株式会社によって金ら・佐々連の面鉱みが開群され，その後昭和のはじ 

め金砂鉱みの採鉱に院手した。昭和 25 年住友金属鉱山株式会社の経営に移り現在に 

第 4 図 新宮鉱床方面図（鉱床に下断）
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第 5 図 佐々連鉱山積近地形ならびに坑内図 （1961.4．現在）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 図 佐々連鉱山坑内截面図 （1961．4．現在）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にっている。この間深部開群が進められ新 ・金和・金至の各鉱みを至至し，また金  

砂鉱みの鉱況の優勢と三伴なって三産も飛躍のに増加し，その結果本邦におけるは要 

な銅山の一つとなった。 

地質概要 鉱山積近の地質は三大 中部に属する緑色片岩・黒色片岩・珪質片岩の  

み からなり薬師背斜の北こを形成している。佐々連鉱床和を胚胎する緑色片岩 は   

佐々連緑色片岩 と呼ばれている。この地 は金砂 西部の   富郷探鉱坑発において大 

規模な Z ののののを示し東に向かって走向は N65ﾟW から N80ﾟE となり，さらに 

E-W から N50岩65ﾟW で佐々連鉱床和の東に及大でいる。そしてこの 成は東に向  

かって次第にかじ珪質片岩・黒色片岩の各 に移り変わっている。  

佐々連鉱床群 佐々連鉱床和はいずれも佐々連緑色片岩 中に大在し，金砂上 ・   

本 ・新 ・金和 ・金至 ・佐々連 ・金ら の各鉱みの本称である。金砂・佐々       

連・金らの各 はに連に開群され，一本雁行地に連連するようであるが，各所におけ  

る る探査の結 果ほゞ 3 本に のに平行して大在する一連の鉱床であることが準明   

した。すなわち 

( 1 ) 金砂上 ― (金和上)―新 

( 2 ) 金砂本 ―金和 ―金至 ―金ら    

( 3 ) 佐々連 

の 3 本連である。 

このうち本上本の ( 1 ) は佐々連緑色片岩の上準境近地に本置しているが，西端尖 

か点では下準に本する母岩（珪質片岩）ののの構造の本連を受け特異な尖かを示す。 

東に向かうと上準側の緑色片岩 は，次第に岩地なると同時に鉱床の下準側に黒色片  

岩 ををむようになる。鉱床は次第に劣勢化し金和―金らの上 準側積近では微いな散 

点黄鉄鉱として連続する。 

( 2 ) は金砂地本では ( 1 ) との 本の間に珪質片岩ををむが，金砂本 と上 とは    

東方に進むに従って次第に接近し，ときに癒院地になり，または複になのの構造を示 

しているが，面者の本大は明らかなようである。さらに東部では ( 1 ) ( 2 ) の間隔が 

増し本 は次第に劣勢となりガリ鉱地として連続し，ふたたび本大して金和 となり   

同じ地況を同り同えしながら金至・金らの各 が同一 本として連続している。   

( 3 ) は佐々連緑色片岩 の下準境から  90 m 積近の 本に大在するが，東西の各  
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延長は貧いなガリ地鉱となっている。 

鉱床規模 稼行の対象となるに本鉱みについてみると，その富鉱部のりしの方向は 

ほゞ N40岩50ﾟE，地斜 45ﾟSW を示し，また母岩の線構造もこれに一認しているので 

この方向を L2 と呼大でいる。鉱床の規模を一括すると次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

鉱石 り地鉱は主として黄鉄鉱の集合みで，その間 を黄銅鉱で塡めるものをと地  

に上鉱と呼び，鉱石鉱物が少な地脈石鉱物の比群の多いものを上ガリと呼大でいる. 

黄鉄鉱・黄銅鉱が散点して緑泥石岩中に入るもの，または縞地をなしているものをガ 

リ鉱と呼大でいる。ときに斑銅鉱の集合みもハネ込み地をなして現われる。そのれ鉱 

石に伴なわれて磁鉄鉱・鏡鉄鉱・バラ輝石が産出することもある。 

生産 現在従業員約 840 名で三産斉績は下記の通りである｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．2．3 主要鉱床一覧 
 

本図幅地域中に大在する主要な含銅硫化鉱鉱床（旧坑）を一括すると，第 3 表の通 

りである。 

鉱 床 規 模 
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（Abstract）  

 

 

TOPOGRAPHY 
 

Th e Mish ima sh eet cover s an area lyin g in th e centra l p art of Sh i-  

koku .  Th is a r ea has ch iefly th e ru gged mounta ins locat ed in t h e centra l  

part of th e t ower in g mounta in ran ge cutt in g a cr oss th e ma in is land of 

Sh ik oku in eastwes t er ly d ir ect ion and pa rt ly th e coasta l range n ot fa r  

fr om th e s ea on th e n or th coast .  



 

 
GEOLOGY 

 

The area is divided into two tectonic zones , the Inner and Outer , by 

the Median Dis location Line running in east-west direct ion on the northern 

part of this sheet .  The Inner Zone consists of the Izumi group and the 

Outer Zon e,  of crystall ine s chists of the so-called “Sambagawa meta -  

morphic zon e” .  
 

Sambagawa metamorphic zone 
 

Strat igra phy:  Th e meta morph ic zon e is d ivid ed into th e fol lowin g 

format ions 

upper Tomisato format ion 

Mina wa format ion 

Kob ok e forma t ion 

Ka wa gu ch i format ion 

lower Oob ok e format ion 

The To misato for mation consists mainly of spotted black schist , in-  

tercalat in g several layers of spotted green schist , spotted schistose sand- 

stone, quartz schist and rarely lenticu lar limeston e.  

The Mina wa for matio n is mostly composed of green schist , quartz 

schist , and black schist intercalat ing sch istose sandstone. With regard to  

the metamorphic grade of this formation ,  the spots generally in creas e 

their quantit ies toward upper horizon , but on the contrary, lower horizon  

has no spots because of the low grade of metamorphism.  This format ion  

inserts a great many cupriferous pyrite dep osits , especia lly in the middle 

of the formation where the large deposits are found .  

The Koboke for mation consists mainly of sch istose sandstone, inter-  

calat ing bla ck schist .  

The Ka waguchi for mation is most ly composed of green schist , black 

schist and schistose sandstone. In the beds of green schist several sma ll  

cupriferous pyrite deposits are located and sometimes pyrrhotite ores are 

found in the deposits .  

The Ooboke for matio n consists of schistos e sandstone and schistose 

conglomerate, being spread in thin layers .  

Structure :  There is an anticl ine plungin g west in the north and a 

syncline in the south , and consequently the upper formations are distr i-  

buted in the west and the lower formations occur as the core of anticl ina l  

zon e in the east.  There are two faults parallel to the above-mention ed  

foldin g axes and these faults may be derived from the Median Disloca -  

t ion which may have occurred at the t ime of Median Dislocation .  In  

addit ion , across these faults there is a fault t rending towards NE-SW.  

Meta morphic rocks : Black schist is mainly of graphite-a lbite-ser icit e  

schist .  In the middle-high grade metamorphic zon e, that is the Tomisato 

and the upper-middle Minawa formation , albite porphyrob lasts are scat- 

tered on the schistosity plane showing the spots of about 0 .2岩0 .3 mm 

in diameter .  

Green schist is found in various combinations .  In the high grade 

metamorphic zone,  green schist showing dark green color is composed  

of alb ite spots and occurs as albite-ep idote-hornblende schist consist in g 

of hornblende, epidote, clinozois ite and others .  The aggregation of th e 

spots in band is occasionally observed . In the middle grade metamorphic 

zon e, green s ch ist is r ep res ent ed b y a ct in oli t e-ep id ot e- ch lor i t e s ch ist  

carrying albit e spots arranged mostly paralle l to the schistosity. In the 

low grade metamorphic zone, green schist is represented by actinolite -  

chlorite-epidot e schist carrying graucophane occasionally.  Alb ite never  

occurs as spots of porphyroblast .  

Quartz sch ist is observed in many var iet ies throughout this meta-  

morphic zon e as follows :  

Ser ici t e-quart z s ch ist  

Ep id ote-quart z s ch ist  

Hemat it e-ma gn et it e-qua rt z s ch ist  

Pied mont i t e-quart z s ch ist  

Pied mont i t e-h ornb len d e-ca lcit e-s er icit e-quart z s ch ist  

Garn et -quart z s ch is t  
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Sch istose sandstone is gray, bluish gray or brown in color .  The rocks  

belonging to the Ooboke and the Koboke formations are composed of 

quart z,  ser ici t e and bla ck carb onaceous rocks .   In the h igh grad e 

metamorphic zon e, the rock is composed of porphyroblast ic albite, quartz,  

ser icit e and carbonaceous rocks ,  a few garnets ,  epidote,  muscovit e,  

cl ino-zoicit e, tourmaline and others .  

 

Izumi group 

This group is divid ed in descendin g order as fol lows ,  within an 

observable scope.  

1． Upp er a lt ernat ion of sandston e and sha le 

2． Sha le memb er a ccompan ied with sandston e 

3． Lower a lt ernat ion of sandston e and sha le 

accompan ied with a cid ic p yroclast ic rocks 

Fossi l i ferous strata are absent within this sheet-map area , but this  

group presumably corresponds to the lower Hetonaian and the lower half  

of the upper Hetonaian of Japanese strat igraphic classif icat ion of Creta-  

ceous, judging from the occurrence of Inoceramus balticus BÖHM, I. balticus 

var . toyajoanus NAGAO and MATSUMO TO, and I. cfr . ezoensis YOKOYAMA  

in this group developed in  “Kan-onji” sheet-map area , situated on the 

northern realm.  

 

Lower alternation of sandstone and shale:  This member is mainly 

composed of sandstone and shale and occasionally inserted with acidic  

pyroclast ic rocks ,  such as tuffaceous rocks , tuffaceous sandstone and 

tuffaceous shale.  Sandstone is generally dark gray in color , dark bluish 

green in the fresh condit ion and medium to coarse grain in size, consist- 

ing almost of quartz and plagioclase.  Shale is generally black in color. 

Tuffaceous shale affected by the weathering is sepia in color , and rarely 

whit ish gray.  

Sandstone is rather predominant than shale in the lower part of this 

member, and intercalat ions of tuffaceous rocks are frequently observed in  

the middle part of this member.  

For the sake of comp licated structure,  l ith ologica l sequence and 

thickness of th is member are hardly established and calculated . However ,  

the thickness may be estimated to be more than 3 ,000 m.  

 

Sha le me mber : This member is mainly composed of black shale, but 

somet imes of alt ernations of pred ominant shale and sandstone,  and is  

rately in tercalated with tuffaceous shale. Tuffaceous shale forms frequently 

the onion structure by the weathering.  Sandstone in black shale member  

is dark green in color , fine to medium in size, compact and hard , and 

forms graded bedding in some cases .  The thickness may attain over  

500 m.  

 

Upper alternation of sandstone and shale: This member conformably 

overl ies just described shale member and consists of alternation of sand- 

stone and shale in general, but is mainly composed of sandstone in some 

places .  Sandstone is fine to coarse-grained , dark gray in color , and turns 

gr eenish brown or brown by th e weath er in g.  Th e basal part of th is  

member is mainly composed of f ine sandstone,  and character ized by 

intercalat ion of several layers of acid ic tuff of dark gray in color .  

 

Fan deposits  

The deposits are distr ibuted on the northern side along the Median  

tecton ic l ine toward the west from Kawa guchi, Kawanoe-shi.  

They consist mainly of sand and gravel which are usually various 

kinds of schists supplied from the hinterland .  

Gravels are cobble to boulder-s ized and are of angular shape in general. 

Although there are none of effect ive data for the determination of geologic  

age, the deposits may belong to the middle Pleis tocene.  

 

Alluvium 

It consists of sand , clay and gravel, and is distr ibuted alon g r iver ,  

coast and the northern side of fan deposits just described above.  
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ECONOMIC GEOLOGY 
 

 

Copper ore 

Many cupriferous pyrite deposits are found in the Sambagawa meta- 

morph ic zon e.  These dep os its occur in b edd ed form paral le l t o th e 

schistosit y of the country rocks .  The ore deposits are considered to be 

s yn gen et ic with th e sub mar in e volca n ic a ct ivit ies in th e Sa mba ga wa 

geosyncline, and as a result to be deformed by orogen ic movement and 

dynamo-metamorphism after the depos it ion of ores .  The ore is massive,  

f in e-gra in ed and gen era l ly associat ed with th e banded ore formed b y 

impregnation . Ore is cupriferous pyrite, mixed with chalcopyrite, bornit e  

and zincb lende.  

Sazare min e is located in Mishima city, Ehime prefecture. The ore 

deposits are found in a series of spotted green schist belon gin g to the 

Minawa formation and lie on the south limb of the main anticlin e called  

the Yakushi anticl ine. Both sides of ore bodies can be t raced for distance 

of about 2 ,500 m.  In 1960, the Sazare min e milled nearly 186 ,000 tons 

of copper ore grading 1 .8 percent copper and 19 percent of sulphur.  

Shingu mine is situated in Shingu villa ge, Eh ime prefecture.  The 

ore deposits are found in a layer of non-spotted green schist belonging to 

t h e Ka wa gu ch i format ion an d l ie on th e n or th l imb of t h e Yak ush i 

anticl ine.  The form of ore body shows a pole having the short str ike 

and the ore shoot of over 1 ,200 m, being paralle l to min or folding axes  

of the country rocks .  In 1960 , this mine produced 26 ,000 tons of copper  

ore grading 1 .6 percent of copper and 35 percent of sulphur .  
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